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4 ● 入学式・オリエンテーション

● 新入生オリエンテーション

● 前期授業開始日 

● 補講日 

● 定期試験〈予備日8/3（水）〉

● オープンキャンパス〈天白〉

● 夏季集中講義期間

● 窓口閉鎖期間 

● 定期試験成績発表

● 追・再試験期間 

● 追加履修登録期間 

● 後期授業開始日 

● 開学記念日

● 大学祭準備 

● 大学祭

● 大学祭後片付け 

● スポーツ推薦入試 

● 公募制推薦入試

● 年内授業終了日

● 窓口閉鎖期間

● 授業再開日

● 補講日

● 大学入試センター試験準備〈5時限~〉

● 大学入試センター試験

● 定期試験〈予備日1/26（木）〉

● 入試準備 

● A・F・M入試

● 定期試験成績発表 

● B・F入試

● 追・再試験期間 

● 転学部等試験

● 卒業式 

● 次年度在学生ガイダンス

1（金）

1（金）・2（土）

4（月）

18（月・祝）

7/22（金）~8/2（火）

30（土）・31（日）

未定

8（月）~17（水）

22（月）

8/29（月）~9/1（木）

8（木）・9（金）

14（水）

22（木・祝）

2（水）

3（木・祝）~5（土）

6（日）

上旬

中旬

27（火）

12/28（水）~1/4（水）

5（木）

10（火）

13（金）

14（土）・15（日）

17（火）~25（水）

31（火）

上旬

9（木）

中旬

16（木）~22（水）

2/下旬 ~3/上旬

17（金）

下旬

表紙切り絵／小谷精鋭
odani seiei
「日本きりえ協会」所属。
切り絵の世界に魅了されて25年。
見て「ほっとする」落ち着く作品創りがテーマ。
古い町並み・建築物をはじめ、
ジャズ・楽器を題材としたものなど
切り絵表現の可能性を追求し創作を続けている。

挑
戦

　

理
工
学
部
後
援
会
創
立
40
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

理
工
学
部
後
援
会
は
現
役
の
学
生
さ
ん
を
支
援
す
る
き
わ
め
て
ユ

ニ
ー
ク
な
組
織
で
あ
り
ま
す
。
理
工
学
部
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
と
に
か
く
一
生
は
短
い
の
で
大
学
４
年
間

の
う
ち
に
自
分
の
一
番
や
り
た
い
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
て

そ
の
実
現
の
た
め
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

限
り
あ
る
身
の
力
試
さ
ん

　

理
工
学
部
後
援
会
創
立
40
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

名
城
大
学
時
代
に
は
地
区
懇
談
会
等
い
ろ
い
ろ
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
が
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
が
ん
ば
れ
る
の

も
後
援
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
学
生
時
代
、
両
親
や
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
研
究

に
集
中
で
き
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
今
し
か
で
き
な
い
こ

と
に
の
め
り
込
ん
で
い
け
ば
、
未
来
は
開
け
て
き
ま
す
。

諦
め
な
け
れ
ば
道
は
開
け
る

　

本
年
、
理
工
学
部
後
援
会
が
創
立
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
４
９
年
、
湯
川
秀
樹
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
衝
撃
を

受
け
、
京
都
大
学
の
学
食
に
行
く
途
中
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
並
木
道

で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
何
か
人
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と

を
や
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
本
当
に

好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今年、名城大学理工学部後援会は創立40周年を迎えました。
2014年、人類の未来を変えた光、青色LEDの発明によりノーベル物理学賞の栄冠に輝いた
名城大学の赤﨑勇終身教授と名古屋大学の天野浩特別教授、
そして1991年、軽量・強靭・超高温にも耐える新素材、カーボンナノチューブを発見した飯島澄男終身教授に
ご祝辞と学生たちへのメッセージをいただき、色紙には「座右の銘」を書いていただきました。

平成28年度名城大学行事予定  

飯島澄男 終身教授
名城大学大学院理工学研究科
電子顕微鏡とナノチューブの世界的権威
文化功労者顕彰（2003）、文化勲章受章（2009）

天野 浩 特別教授 （元名城大学教授）
名古屋大学大学院工学研究科
20世紀中の実現は不可能とされた青色 LEDを発明
文化功労者顕彰（2014）、文化勲章受章（2014）
ノーベル物理学賞受賞（2014）

赤﨑 勇 終身教授
名城大学大学院理工学研究科
20世紀中の実現は不可能とされた青色 LEDを発明
文化功労者顕彰 （2004）、文化勲章受章（2011）
ノーベル物理学賞受賞（（2014）

最新情報は名城大学ホームページをご覧ください。
http://www.meijo-u.ac.jp/
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ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

飯
島
澄
男
終
身
教
授
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
発
見
以
降
、

原
子
や
分
子
の
配
列
を
ナ
ノ（
１
ミ
リ
の
１
０
０
０
分
の
１
）で

と
ら
え
る
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

未
来
の
光
源
L
E
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
４
年
、
赤
﨑
勇
終
身
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
よ
っ
て

注
目
を
集
め
た
名
城
大
学
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
研
究
開
発
。

広
い
分
野
で
の
応
用
に
向
け
た
新
し
い
発
光
素
子
が
日
々
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

軽
量
・
強
靱
で
超
高
温
に
も
耐
え
る

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
新
素
材
。

　

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
と
は
、
炭
素
原
子
が
網

目
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
筒
状
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

直
径
は
数
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
と
人
の
髪
の
毛
の
５
万
分

の
１
の
細
さ
の
チ
ュ
ー
ブ
な
が
ら
鋼
鉄
の
数
倍
の
強

度
と
曲
げ
て
も
折
れ
な
い
し
な
や
か
さ
を
持
ち
、
電

気
を
通
す
金
属
に
な
っ
た
り
、
通
し
に
く
い
半
導
体

に
も
な
り
、
そ
し
て
熱
伝
導
性
も
よ
い…

と
い
う
優

れ
た
性
質
を
持
つ
、ま
さ
に
夢
の
新
素
材
な
の
で
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
素
材
を
生
み
出
す
。

　

ナ
ノ
炭
素
材
料
・
ナ
ノ
酸
化
物
材
料
の
作
製
や
物

性
の
探
索
・
評
価
を
主
な
テ
ー
マ
と
す
る
応
用
化
学

科 

坂
東
俊
治
教
授
は「
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に

留
ま
ら
ず
、
新
た
な
ナ
ノ
物
質
の
創
生
・
分
析
へ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
の
が
飯
島
先
生
の
凄
さ
」

と
言
い
ま
す
。
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
・
開
発
が
進

む
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
す
。

１ 

太
陽
光
発
電
用
ナ
ノ
材
料
の
結
晶
構
造
を
詳
細
に
分
析
・
調
査
。 

２ 

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
分
子
を
観
察
。

　

大
学
は
、
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
の
と
同
時
に
最

先
端
を
行
く
研
究
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。
名
城
大

学
理
工
学
部
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
実

績
を
ベ
ー
ス
に
、よ
り
高
度
な
研
究
を
重
ね
て
お
り
、

豊
か
な
未
来
を
開
く
カ
ギ
と
な
り
得
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
現
在
進
行
中
で
す
。
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な

４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
の
新
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る

研
究
開
発
に
取
り
組
む
。

　

赤
﨑
勇
終
身
教
授
の
青
色
L
E
D
発
明
に
よ
り

実
現
し
た
白
色
L
E
D
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
高

効
率
照
明
や
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
に
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
城
大
学
で
は
２
０
１
１
年
に
企
業
や
他
研
究
機

関
と
の
共
同
研
究
拠
点
と
な
る「
L
E
D
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
」を
設
立
す
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
青
色
L
E
D
を
発
展
さ
せ
る
研
究
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
来
の
夢
を
現
実
へ
と

結
び
つ
け
る
可
能
性
。

　

現
在
、
赤
﨑
勇
終
身
教
授
を
筆
頭
に
、
上
山
智
教

授
、
竹
内
哲
也
教
授
、
岩
谷
素
顕
准
教
授
が
そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
竹

内
教
授
が
向
き
合
う「
未
来
の
光
源
」ス
マ
ー
ト
ラ

イ
ト
で
は
、
L
E
D
を
発
展
さ
せ
た
新
し
い
半
導
体

レ
ー
ザ
を
実
現
・
利
用
す
る
こ
と
で
、
映
像
や
情
報

を
網
膜
に
映
し
出
す
夢
の
眼
鏡
な
ど
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
を
活
性
化
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
研
究
を
目
指
す
。

　

長
寿
命
で
衝
撃
に
強
い
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
L

E
D
は
、
照
明
以
外
に
も
医
療
や
通
信
分
野
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
た
新
し
い
発
光
素

子
、
さ
ら
に
は
新
規
材
料
に
ま
で
遡
っ
た
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
社
会
の
た
め
に
な
る
デ
バ
イ
ス

研
究
を
」と
い
う「
赤
﨑
イ
ズ
ム
」は
、
こ
こ
名
城
大

学
で
進
化
し
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
発

期
待
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

1

2

1

2

3

2 1

１ 

研
究
室
で
は
様
々
な
新
機
能

発
光
素
子
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

２ 

竹
内
教
授
ら
の
も
と
で
研
究

に
励
む
博
士
課
程
の
大
学
院
生
。

３ 

わ
ず
か
２
ミ
リ
の
超
小
型
L

E
D
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
実
現
す
る

高
い
研
究
力
。

PROJECTPROJECT
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名
城
大
学×

町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

歴
史
の
趣
深
い
町
並
み
を
今
に
残
す
名
古
屋
・
有
松
地
区
で
、

古
い
町
家
の
改
修
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新
た
な
動
き
が

徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

有
松
の
景
観
を
大
切
に
し
つ
つ

新
た
な
風
を
吹
き
込
む
。

　

愛
知
県
指
定
文
化
財
の
土
蔵
を
持
つ
服
部
良
也
邸

は
、
東
海
道
沿
い
の
景
観
の
核
と
な
る
存
在
の
ひ
と

つ
で
す
。
２
０
１
４
年
夏
、
蔵
お
よ
び
隣
接
す
る
建

物
を
所
有
す
る
服
部
良
也
氏
か
ら「
有
松
の
町
屋
を

大
学
の
教
育
・
研
究
の
題
材
に
し
ま
せ
ん
か
？
」と

建
築
学
科 

柳
沢
究
准
教
授
が
連
絡
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
り
ま
し
た
。

「
塀
」の
改
修
か
ら
見
え
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

通
り
に
面
す
る
塀
の
改
修
事
業
で
し
た
。
学
生
た
ち

は
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
新
た
な
機
能
を
持
た
せ
た
複

数
の
案
を
提
案
し
、
自
分
た
ち
が
身
体
を
動
か
し
て

施
工
・
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
通
し
て
有
松
の

町
と
も
関
わ
り
を
持
っ
た
柳
沢
研
究
室
は
、
他
の
研

究
室
も
巻
き
込
み
、
単
な
る
古
民
家
の
耐
震
補
強
・

改
築
に
留
ま
ら
な
い
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
発
展

さ
せ
る
と
い
う
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

学
生
と
町
と
の
関
わ
り
か
ら

広
が
り
続
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

今
年
２
月
、
服
部
良
也
邸
で
建
築
学
科
三
浦
彩
子

研
究
室
に
よ
る
ア
ー
ト
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
今

後
は
都
市
情
報
学
部
の「
ま
ち
づ
く
り
」、
農
学
部
の

「
果
樹
・
農
を
軸
と
し
た
地
域
交
流
」な
ど
、
服
部
良

也
邸
を
拠
点
と
し
た
各
種
プ
ラ
ン
で
教
育
研
究
と
地

域
活
動
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
活
性
化
が
ま

す
ま
す
進
む
予
定
で
す
。
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
展
開

し
、
魅
力
を
増
し
て
い
く
の
か
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）に
よ
っ
て

安
全
で
快
適
な
社
会
を
構
築
。

　

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｔ
Ｓ:Intelligent 

Transport System
s

）と
は「
人
と
道
路
と
ク
ル

マ
の
間
で
情
報
通
信
し
て
、
安
全
で
快
適
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
道
路
交
通
環
境
を
実
現
す
る
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
」。
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
・
松
本

幸
正
教
授
の
研
究
室
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
関
す
る
研
究

や
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

実
際
の
道
路
状
況
に
基
づ
い
た

再
現
性
の
高
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　

例
え
ば
、
最
適
な
走
行
速
度
情
報
の
提
供
に
よ
っ
て

自
動
車
が
赤
信
号
で
停
止
す
る
こ
と
な
く
目
的
地
に

到
達
で
き
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
快
適
に
運
転
で
き
、

停
車
↓
発
車
の
際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
も
削
減

で
き
ま
す
。
同
研
究
室
で
は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
を
活
用
し
、
こ
う
し
た
走
行
の
疑
似
環
境
を

構
築
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
信
号
制
御
と
の
連
携
も

進
め
て
お
り
、こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
ク
ル
マ
の
自
動

走
行
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ

「
し
く
み
づ
く
り
」の
段
階
で
す
が
、
遠
く
な
い
将
来

に
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
安
全
・
快
適
な
道

路
が「
当
た
り
前
」に
な
り
、
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
す
べ
て
の
人
た
ち
に
や
さ
し
く
、
そ
し
て
環
境

に
も
や
さ
し
い
交
通
ま
ち
づ
く
り
が
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
と
考
え
る
と
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
、
渋
滞
な
ど
の
交
通
問
題
や

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

新
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

1

2

3

4 3

１ 
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を

用
い
た
開
発
シ
ス
テ
ム
の
検
証
。

２ 
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
機
器
を
装
着
し
て

リ
ア
ル
な
運
転
感
覚
を
再
現
。

３ 

活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
、新
し

く
創
造
的
な
研
究
ア
イ
デ
ア
を
生
む

松
本
研
究
室
の
学
生
た
ち
の
笑
顔
。

１ ・
２ ・
３ 

塀
の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
有
松
の
町
並

み
と
の
調
和
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
木
と
石
を
組
み
合
わ

せ
て
、
町
歩
き
の
人
が
角
の
石
に
腰
掛
け
て
一
休
み
で
き

る
工
夫
も
組
み
込
み
ま
し
た
。
今
後
は
壁
面
や
屋
根
に

傷
み
が
あ
る「
主
屋
」の
改
修
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

４
・５ 

２
０
１
６
年
２
月
28
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
有
松
鳴
海
絞
」と
の
共
催
に
よ
る

「
有
松
ゼ
ミ
ナ
ー
ル『
な
ぜ
有
松
な
の
か
：
街
へ
の
ま
な
ざ

し
』」を
開
催
し
ま
し
た
。
服
部
邸
の
見
学
や
、三
浦
彩
子

研
究
室
に
よ
る「
町
家
光
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
」、ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、各

方
面
か
ら
の
参
加
者
に
大
好
評
の
企
画
と
な
り
ま
し
た
。 1

2

35

4

服部良也邸「主屋」
2015年3月、学生たちの手により完成した服部邸「有松の塀」

塀の建設作業（建て方で柱と土台を接合）に取り組む学生たち

制作した44個の塀の模型の中から有松にふさわしいデザインを検討

服部邸の歴史をプロジェクションマッピングで紹介

有松絞りを活用した行灯によるインスタレーション
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多
様
な
学
問
が
あ
る
中
で
、
数
学
ほ
ど
明
確

な
定
義
に
基
づ
い
て
証
明
を
行
い
、
真
理
を
導
き

出
す
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
本
学
科
で
は
代
数

学
・
解
析
学
・
幾
何
学
・
数
理
情
報
・
計
算
機
科
学

の
５
分
野
に
つ
い
て
系
統
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
数
学
科
教
員
を
目
指

し
て
入
学
す
る
学
生
が
多
い
で
す
が
、
数
学
を

通
し
て
養
わ
れ
る
論
理
的
思
考
力
へ
の
期
待
か

ら
、い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
企
業
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
の
も
特
長
で
す
。
ま
た
、大
学
院
へ
の
進

学
も
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
工
学
は
、
今
や
産
業
ば
か
り
か
日
常
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

本
学
科
は
情
報
数
学
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
情
報
処
理
技
術
の
基
礎
を

学
ん
だ
上
で「
情
報
通
信
」「
情
報
デ
バ
イ
ス
」「
情

報
処
理
」「
情
報
メ
デ
ィ
ア
」の
少
な
く
と
も
ひ
と

つ
の
分
野
の
専
門
知
識
を
体
系
的
に
習
得
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
学
び
と
共
に
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
力
も
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ご
家

庭
で
は
、
日
々
学
び
成
長
す
る
ご
子
弟
を
温
か

く
お
見
守
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

電
気
電
子
技
術
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
報

通
信
・
家
電
製
品
な
ど
生
活
の
ベ
ー
ス
と
な
る
分

野
を
は
じ
め
輸
送
機
器
や
食
品
・
医
療
関
連
機
器

な
ど
、
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
基
盤
技
術

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
担
う
技
術
者
を
、

世
に
送
り
出
す
役
割
を
担
う
本
学
科
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
進
出
を
可
能
に
す
る
た
め

の
基
礎
教
育
・
実
感
教
育
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
確
か
な
基
礎
学
力
と
電
気
電
子
工
学
分
野

の
専
門
知
識
、
そ
の
応
用
力
や
問
題
解
決
能
力

を
有
す
る
電
気
電
子
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

　

周
期
係
数
を
も
つ
微
分
方

程
式
に
関
心
を
持
っ
て
研
究
を

行
っ
て
い
る
土
田
教
授
の
研
究

室
で
は
、
課
題
図
書
を
通
し
て

数
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
で
は
学
生
が
順
に

自
分
が
担
当
す
る
章
を
要
約

し
て
内
容
を
解
説
し
、
先
生
が

コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
ほ
か
、
学

生
同
士
で
質
疑
応
答
を
し
て

互
い
に
学
び
合
い
ま
す
。
中

学
・
高
校
の
数
学
科
教
員
を
目

指
す
学
生
が
大
半
で
、
人
前
で

教
え
伝
え
る
良
い
練
習
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に
つ
な
が

る
オ
ー
プ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ（
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
も

共
通
し
た
基
礎
要
素
）の
開
発

を
目
的
と
す
る
研
究
室
で
す
。

現
在
は
配
電
作
業
を
行
う『
半

自
律
的
ア
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
』と
、

高
齢
者
を
見
守
る『
遠
隔
訪
問

ロ
ボ
ッ
ト
』の
製
作
を
中
心
に
、

島
根
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
て
研
究
開
発
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
学
部

生
９
名
・
院
生
10
名
・
モ
ロ
ッ
コ

か
ら
の
留
学
生
１
名
で
実
験
・

検
証
に
取
り
組
み
ま
す
。

土田哲生 研究室亀谷由隆 研究室辰野恭市 研究室

学科長
江尻 典雄

学科長
柳田 康幸

学科長
伊藤 昌文

微
分
方
程
式
を
テ
ー
マ
に
研
究

低
コ
ス
ト
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
目
指
す

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
技
術
を
研
究

名城大学理工学部学部長
加鳥 裕明

教
育・研
究
の
充
実
を
通
じ
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

今
年
90
周
年
を
迎
え
る
名
城
大
学
は
、
開
学
１
０
０

周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て「
Ｍ
Ｓ‒

26
戦
略

プ
ラ
ン
」を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
は「
教
育
」「
研

究
」「
社
会
貢
献
」と
い
う
大
学
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
理
工
学
部
で
は
、
来
春
に
２
つ
の
大
学

院
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
す
ま
す
の
教
育
・
研
究
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。
進
化
し
続
け
る

名
城
大
学
理
工
学
部
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

数学科
数学に基づいた論理的思考力で
求められる人材へと成長

電気電子工学科
基礎の学びと専門知識を

幅広い分野に応用できる人材を育成

情報工学科
産業や社会の様々な分野で
活躍できる情報技術者を育成

　

亀
谷
研
究
室
で
は
、
機
械
学

習
・
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
方

法
論
・
応
用
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ
と
は
、
統
計
学
や
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
知
識
を
使
っ
て
大

量
の
デ
ー
タ
か
ら
何
ら
か
の

相
関
性
な
ど
を
導
き
出
す
技

術
で
す
。
学
生
た
ち
は
、
音
楽

や
野
球
と
い
っ
た
各
自
の
興
味

の
対
象
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

例
え
ば
音
楽
推
薦
ソ
フ
ト
の
作

成
な
ど
を
通
し
て
デ
ー
タ
の

活
用
技
術
を
身
に
つ
け
、
情
報

発
信
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
養
教
育
の
役
割
は
、２
〜
３
年
次
以
降
に

専
門
性
を
深
め
る
際
の
基
礎
力
を
つ
け
る
こ

と
に
加
え
、『
人
と
し
て
の
豊
か
さ
』を
育
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
研
究
に
際
し
て
、
視
点
を

変
え
る
こ
と
や
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
研
究

の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
。

ま
た
将
来
、
社
会
人
と
し
て
多
く
の
人
と
交

わ
る
上
で
も
、一
般
教
養
は
不
可
欠
で
す
。
教

養
教
育
を
通
じ
て
基
礎
を
養
う
と
共
に
、
積

極
的
に
教
員
に
質
問
す
る
な
ど
、『
学
ぶ
姿

勢
』も
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 教養教育長

中山 章宏

教養教育
専門教育の基礎固めとしても

より良く生きる上でも不可欠な知識と教養
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熱
・
流
体
、
材
料
・
強
度
、
設
計
・
生
産
、
運
動

力
学
・
制
御
の
４
領
域
を
体
系
的
に
学
べ
る
本
学

科
は
、
実
験
・
実
習
な
ど
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
で
す
。
自
動
車
・
機
械
・
電
気
・
航
空
宇

宙
・
医
療
機
器
・
工
作
機
械
・
鉄
鋼
な
ど
の
産
業
か

ら
公
務
員
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き

る
メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
ま
す
。
学

生
た
ち
に
は
ぜ
ひ
こ
こ
で
、
知
識
・
技
術
だ
け
で

は
な
く
、「
自
ら
考
え
る
力
」、「
や
り
抜
く
力
」そ

し
て「
国
際
感
覚
」を
身
に
つ
け
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
学
科
で
は
、
時
代
の
要
求
に
応
え
る「
知
的

も
の
づ
く
り
」の
た
め
、
交
通
機
械
に
軸
足
を
置

い
た
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
と
も
充
実
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
機
械
工
学
の
基
礎
学
力
と

応
用
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。
東
海
エ
リ
ア
は

自
動
車
や
航
空
宇
宙
産
業
に
お
い
て
日
本
を

リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
り
、
卒
業
生
の
多
く
が

こ
の
分
野
に
就
職
し
て
い
ま
す
。一
方
、
将
来
的

に
設
計
・
開
発
専
門
職
な
ど
を
目
指
す
な
ら
ば
、

大
学
院
で
の
研
鑽
を
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

仙
場
准
教
授
は
、
構
造
物
が

環
境
や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て

構
造
特
性
を
変
化
さ
せ
る「
適

応
構
造
シ
ス
テ
ム
」を
専
門
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
室
で
は
、

計
測
器
を
用
い
て
構
造
モ
デ
ル

の
変
形
・
振
動
特
性
等
を
計
測
す

る
な
ど
し
な
が
ら
、航
空
機
や

人
工
衛
星
な
ど
へ
の
応
用
を
目

指
し
て
適
応
構
造
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
快
適
性
を
追
求

し
た
航
空
機
の
座
席
に
関
す
る

研
究
な
ど
実
用
性
の
高
い
テ
ー

マ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清水憲一 研究室仙場淳彦 研究室

学科長
來海 博央

学科長
前川 明寛

適
応
構
造
シ
ス
テ
ム
の
研
究
と
応
用

実
社
会
で
役
立
つ
人
材
を
育
成

交通機械工学科
交通機械を通して、

社会に貢献できる優れた人材を育成

機械工学科
自ら考え、積極的に行動できる

創造性豊かなメカニカルエンジニアを育成

　

金
属
材
料
や
複
合
材
料
の

時
間
や
負
荷
な
ど
に
よ
る
変

化
に
着
目
し
た
実
験
・
観
察
を

中
心
に
研
究
し
、
ど
の
よ
う
な

材
料
を
用
い
る
べ
き
か
を
考
察

し
て
い
ま
す
。
ナ
ノ
結
晶
な
ど

を
観
察
す
る
電
子
顕
微
鏡
な

ど
高
度
な
機
器
を
実
際
に
扱

い
な
が
ら
解
析
を
行
い
、ニ
ー

ズ
に
応
え
る
人
材
の
育
成
に

も
努
め
て
い
る
研
究
室
で
す
。

卒
業
生
た
ち
は
即
戦
力
と
し

て
期
待
さ
れ
て
自
動
車
関
連

を
は
じ
め
と
す
る
メ
ー
カ
ー
各

社
に
進
み
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
科
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
注
目
さ
れ
た
L

E
D
や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、未
来
を
切

り
拓
く
可
能
性
に
満
ち
た
新
材
料
か
ら
、
機
能

性
材
料
、
生
体
材
料
ま
で
、
社
会
に
貢
献
す
る
幅

広
い
領
域
を
学
び
ま
す
。
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
し
、
企
業
と

の
共
同
研
究
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
が

特
長
で
、
大
学
院
で
の
さ
ら
に
充
実
し
た
研
究

を
含
め
、
実
践
的
な
人
材
を
社
会
へ
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
、
進
学
も
ふ
ま
え
て

ご
子
息
の
将
来
の
可
能
性
を
お
支
え
く
だ
さ
い
。

　

化
学
を
主
役
と
し
た
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
バ
イ
オ
燃
料
、
電
池

材
料
ほ
か
多
彩
な
製
品
を
生
み
出
し
、
環
境
問

題
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
本
学
科
は「
合
成
化

学
」「
物
質
・
材
料
化
学
」「
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
材

料
」の
３
領
域
を
設
け
、
化
学
に
立
脚
し
た
学
び

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
来
春
は
い
よ
い
よ
大
学

院
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
開
発
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る
技
術
者
の
育
成
を
目
標
に
、

さ
ら
な
る
学
び
と
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

才
田
研
究
室
で
は
、
表
面
化

学
を
専
門
と
す
る
才
田
助
教

の
指
導
の
も
と
、
燃
料
電
池
の

心
臓
部
と
も
い
え
る「
電
極
触

媒
」や
、
蓄
電
デ
バ
イ
ス
の「
電

極
材
料
」に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
刻
々
と
変
化

し
て
い
る
社
会
に
対
応
で
き
る

人
材
を
輩
出
し
た
い
」と
い
う

才
田
助
教
に
応
え
る
よ
う
に
、

研
究
室
に
所
属
す
る
６
名
の
学

生
た
ち
は
、
自
発
的
に
課
題
プ

ラ
ン
を
立
て
て
積
極
的
に
実

験
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
研
究

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

才田隆広 研究室

学科長
上山 智

学科長
丸山 隆浩

新
規
材
料
の
創
製
を
目
指
す

触
媒
機
能
材
料
の
実
験
・
研
究

応用化学科
化学の持つ未知の可能性を拓く
創造性豊かな人材を育成

材料機能工学科
エネルギーなど世界的な問題解決に向け
材料分野の技術者、研究者を養成

　

田
中
研
究
室
で
は
、
化
学
反

応
時
の
触
媒
を
観
察
で
き
る

透
過
電
子
顕
微
鏡
を
開
発
し
、

既
存
装
置
で
は
見
え
な
い
構
造

と
機
能
の
関
係
を
探
っ
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
は
、
ま
ず
は
装

置
の
動
作
原
理
か
ら
学
び
ま

す
。「
研
究
と
は
新
し
い
課
題
へ

の
挑
戦
」と
語
る
田
中
准
教
授

は
、
学
生
に
対
し
て
、
実
験
で

得
た
結
果
か
ら
背
後
に
あ
る

関
係
性
を
読
み
解
き
、
課
題
解

決
へ
と
つ
な
げ
る『
分
析
・
解
決

の
力
』を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
」と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
環
境
創
造
学
科
で
は
、
よ
り

充
実
し
た
研
究
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
基
礎

学
力
を
重
視
し
た
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
平

成
30
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
循
環

分
野
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。
技
術
士

ほ
か
各
種
資
格
取
得
や
、
専
門
性
を
高
め
る
大

学
院
進
学
も
支
援
し
、
広
く
社
会
で
求
め
ら
れ

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
築
学
科
の
大
き
な
特
長
は
、
学
問
領
域
の

広
さ
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
設
計
か
ら
建
築

工
学
、
都
市
計
画
と
実
に
様
々
で
、
ア
ー
ト
と
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
狭
間
で
基
礎
知
識
か
ら
順

に
学
び
を
深
め
て
い
き
、
多
様
な
価
値
観
を
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例

え
ば
設
計
者
を
目
指
し
て
建
築
物
を
見
て
歩
く

な
ら
、
出
来
上
が
っ
た
建
物
だ
け
で
な
く
建
築

過
程
に
も
目
を
向
け
る
な
ど
、
学
生
た
ち
に
は

物
事
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
観
察
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

家
具
づ
く
り
か
ら
住
宅
設

計
・
建
築
、
ま
ち
づ
く
り
ま
で
、

広
く
建
築
、
都
市
空
間
デ
ザ
イ

ン
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
特

に「
も
の
づ
く
り
」に
こ
だ
わ

り
、
学
外
の
コ
ン
ペ
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、
実
際
に

形
あ
る
も
の
を
作
り
上
げ
る
手

応
え
を
実
感
で
き
る
研
究
室
で

す
。
今
年
度
は
下
呂
市
や
製
材

業
者
ら
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
加
わ
り
、
名
古
屋
市
内
で
下

呂
の
木
材
を
使
っ
た
家
具
製
作

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

小塩達也 研究室谷田 真 研究室

学科長
道正 泰弘

学科長
寺西 浩司

形
あ
る
も
の
を
世
に
生
み
出
す

現
代
の「
橋
守
」と
し
て
の
技
術
開
発

建築学科
基礎知識と共に、多様な価値観に
対応できる柔軟性を身につける

環境創造学科
「環境創造工学」の観点から
学習・研究体制を充実させる

　

道
路
構
造
物
、
特
に
橋
梁
の

維
持
管
理
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
単
に
新
た
な

も
の
づ
く
り
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
橋
梁
を
点
検
し
て
適
切

な
補
修
・
補
強
を
す
る
な
ど
、

今
あ
る
資
源
を
活
か
す
た
め
の

方
策
を
考
え
る
も
の
で
す
。
学

生
た
ち
は
、
研
究
を
通
じ
て
自

ら
課
題
を
発
見
し
、
適
切
な
判

断
を
し
な
が
ら
解
決
を
図
る

能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
小

塩
准
教
授
は
積
極
的
に
就
職
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
熱
い

指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
機
械
・
電
気
・
情
報
を
統

合
し
た
現
代
社
会
に
不
可
欠
な
技
術
で
あ
り
、

産
業
を
支
え
、
日
本
が
国
際
競
争
を
生
き
抜
く

カ
ギ
と
な
る
重
要
な
分
野
で
す
。
本
学
科
で
は

機
械
・
電
気
・
制
御
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
な
ど
各

分
野
の
知
識
を
融
合
し
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

者
と
し
て
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
機
能
を
有
す
る
機
械
を
創
造
す
る
た
め
の
基

礎
力
を
養
成
し
ま
す
。
丸
一
日
を
費
や
す
実
験

や
集
中
演
習
で
広
く
深
く
学
ぶ
学
生
た
ち
を
、

ど
う
ぞ
ご
家
庭
で
も
支
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
然
災
害
や
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
が
あ
る

中
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
デ
ザ
イ
ン
。
本
学
科
で
は「
総

合
性
」と「
公
共
性
」を
テ
ー
マ
に
、
都
市
計
画
や

防
災
計
画
な
ど
の
ソ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
か
ら
橋
や

道
路
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
な
ど
の

ハ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
ま
で
幅
広
く
学
べ
ま
す
。
就

職
先
も
公
務
員
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社

ほ
か
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
実

践
力
と
知
的
体
力
を
備
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　

玄
武
岩（
バ
サ
ル
ト
）を
１
５

０
０
度
の
高
温
で
溶
か
し
て
繊

維
状
に
し
た
も
の
な
ど
天
然
素

材
に
由
来
す
る
繊
維
材
は
、一

般
的
に
環
境
負
荷
が
小
さ
く
、

未
来
を
担
う
材
料
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

材
料
で
補
強
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
性
質
や
、

土
木
構
造
物
の
補
修
・
補
強
技

術
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
実
践
的

な
研
究
を
通
し
て
建
設
材
料

へ
の
興
味
を
深
め
て
い
ま
す
。

髙畑健二 研究室岩下健太郎 研究室

学科長
楊 剣鳴

学科長
松本 幸正

自
然
由
来
の
補
強
材
を
用
い
る

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
技
術
革
新

社会基盤デザイン工学科
社会基盤を通して

都市そして地域社会をデザイン

メカトロニクス工学科
メカトロニクス的思考で

新たな機械を創造する人材を養成

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
駆

使
し
て
新
技
術
の
開
発
を
目
指

す
髙
畑
研
究
室
は
、「
温
故
知

新
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、『
準
天

頂
衛
星「
み
ち
び
き
」に
基
づ
く

走
行
軌
跡
を
活
用
し
た
自
動

車
の
ス
テ
ア
バ
イ
ワ
イ
ヤ
制
御

シ
ス
テ
ム
』『
バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ

ス
に
適
応
し
た
小
型
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
発
電
機（
農
学
部
共
同
）』

の
研
究
・
開
発
に
取
り
組
み
ま

す
。
従
来
の
機
械
的
制
御
機

構
を
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
置
き

換
え
る
こ
と
で
、
更
な
る
技
術

革
新
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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研
究
＋α
の
成
果
を
得
た
大
学
院

　

大
学
時
代
に
医
療
用
の
金
属
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
卒
論
に
向
け
て
研
究
に
励
み
ま
し
た
が
、
研

究
に
取
り
組
む
ほ
ど
、
医
工
学
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
大
学
院
へ

の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、《
生
体
医
療
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
金
属
の
開

発
》を
テ
ー
マ
に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
海
外
で
開
催
さ

れ
た
学
会
で
発
表
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
の
は
、
貴
重
な
経
験
で
す
。
当
然
な
が
ら
英
語

で
の
論
文
執
筆
・
発
表
と
な
る
の
で
、
英
語
力
は
自
然
と
高

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
と
同
様
に
海
外
の
学
会
で
発

表
す
る
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
経
験
を
通
し
て
、
チ
ー
ム

力
や
指
導
力
も
身
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
治
療
に
役
立
つ
も
の
づ
く
り

　

現
在
は
、朝
日
イ
ン
テ
ッ
ク
の
瀬
戸
工
場
で
、カ
テ
ー
テ
ル

治
療
に
用
い
る
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
や
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
カ

テ
ー
テ
ル
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
研
究
・
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
は
、
手
首
や
足
の
付
け

根
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を
挿
入
し
、
血

管
を
広
げ
る
治
療
法
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
っ

て
心
臓
の
血
管（
冠
動
脈
）が
詰
ま
っ
た
り
狭
く
な
る
こ
と

で
起
き
る
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
に
用
い
ま
す
。
車
や

テ
レ
ビ
な
ど
と
は
異
な
り
自
ら
の
手
で
使
用
で
き
な
い
も

の
な
の
で
、
実
際
の
使
用
環
境
で
あ
る
臨
床
知
識
も
求
め

ら
れ
る
の
が
研
究
上
の
難
し
さ
で
す
が
、ベ
ン
チ
テ
ス
ト
と

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
元

に
新
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
験
記
録
を

き
ち
ん
と
取
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
は
学
生
時
代
と
同
じ

で
す
が
、
納
期
を
強
く
意
識
す
る
の
は
、
社
会
人
な
ら
で
は

で
す
。

技
術
者
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
に

　

技
術
者
と
し
て
、
仮
説
を
立
て
実
験
し
、
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
工

学
は
も
ち
ろ
ん
、
臨
床
に
関
す
る
知
識
を
増
や
し
、
医
学
の

分
か
る
技
術
者
に
な
り
た
い
で
す
。
技
術
者
を
目
指
す
後

輩
に
助
言
す
る
と
し
た
ら
、
英
語
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

何
か
ひ
と
つ
で
も
自
分
の
強
み
と
な
る
経
験
を
持
つ
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

手
が
け
た
製
品
が

治
療
の
現
場
で
評
価
さ
れ
、

や
り
が
い
を
実
感
。

OB

本社／愛知県名古屋市守山区脇田町1703番地
瀬戸工場／愛知県瀬戸市暁町3番地100
事業内容／医療機器の開発・製造・販売、
極細ステンレスワイヤーロープおよび
端末加工品等の開発・製造・販売。
素材から製品までの一貫生産体制で
「スピード」と「試作対応力」を実現。
主力製品であるPTCAガイドワイヤーは、
日本はもちろん世界でも高いシェアを誇る。
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実
は
、
航
空
業
界
に
興
味
を
持
っ
て
交
通
機
械

工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
周
囲
の

友
人
た
ち
の
影
響
も
あ
っ
て
２
年
次
に
は
自
動
車

に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
ら
運
転
し

て
ア
メ
リ
カ
横
断
を
し
た
り
、
原
付
で
日
本
一
周

す
る
な
ど
、
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
数
々
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。一
方
で
理
工
学
部
の
大

先
輩
で
も
あ
る
父
か
ら
「
大
学
生
は
勉
学
第
一
」

と
強
く
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
日
々
の
生
活
の
中

で
勉
強
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
姿

勢
が
評
価
さ
れ
、
希
望
通
り
の
就
職
が
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大

幅
に
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
内
定
が
出
る
ま
で

不
安
に
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

「
も
っ
と
い
い
ク
ル
マ
づ
く
り
」を
目
指
し
、
前
向

き
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
こ
の
先
、奢
る
な
！
」

父
の
教
え
を
胸
に
、

社
会
へ
。

土
木
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

目
指
し
、

さ
ら
な
る
学
び
を
。

平成28年3月18日、愛知県体育館において平成27年度の卒業式が盛大に挙行
されました。晴れやかな表情の卒業生たちと、その姿を温かく見送る先生方の
様子が印象的でした。皆さんの今後のますますのご活躍に期待します。卒業生

藤
井
達
士
さ
ん 

交
通
機
械
工
学
科  

卒
業

　

高
校
時
代
、
東
北
の
震
災
を
き
っ
か
け
に「
道

づ
く
り
な
ど
土
木
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」と

考
え
、
大
学
の
進
路
を
決
め
ま
し
た
。
当
初
は
大

学
卒
業
後
の
就
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、「
も
っ

と
学
ぶ
べ
き
で
は…

」と
、
進
学
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
親
に
相
談
す
る
と「
好
き
な

道
を
行
け
ば
い
い
が
、
学
ぶ
な
ら
し
っ
か
り
」と

言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
優
柔
不
断
な
と
こ
ろ
の

あ
る
私
を
急
か
さ
ず
、
自
分
で
結
論
を
出
す
ま

で
待
っ
て
く
れ
た
親
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大

学
院
で
は
、
引
き
続
き
河
川
堤
防
の
実
験
な
ど

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
先
輩
方
の
よ
う
に
後
輩
の

学
生
た
ち
を
指
導
で
き
る
院
生
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
は
、「
地
図
に
残
る
」

よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
仕
事
に
ぜ
ひ
と
も
携
わ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 林  

愛
実
さ
ん 

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科  

卒
業

トヨタ自動車株式会社 就職

進学 名城大学大学院理工学研究科

ふ
じ
い 

た
つ
し

は
や
し 

ま
な
み
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平
成
28
年
度
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
松
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
援

会
会
員
ご
父
母
の
代
表
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
今
年
一
年
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
理
工
学
部
後
援
会
創
立
40
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
40
年
と
い
う
伝
統
は
大
切
に
し
つ
つ
、
時
代
に

即
し
た
新
た
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
会
で
は
専
用
の
事
務
局
も
設
置
し
、
常
勤
の
職
員
も
お
り
ま

す
の
で
、
ご
子
弟
に
関
す
る
些
細
な
ご
相
談
な
ど
で
も
ぜ
ひ
後
援
会
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、
１
年
生
が
入
学
さ
れ
て
す
ぐ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
始
ま
り
、
卒
業
時
に
は
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
援
助
や
卒
業
記
念
品

の
贈
呈
ま
で
、
後
援
会
活
動
は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
幅
広
い
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
員
ご
父
母
に
対
し
ま
し
て
は
、
地
区
懇
談
会
・
家
庭
教
育

支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
き
っ
と
皆
さ
ま
と
大
学
と
の
距

離
も
縮
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
約
80
名
の
役
員
・
委
員
と
と
も
に
魅
力
的

な
後
援
会
作
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。3

2
1

4
5
6

平成28年度
理工学部後援会
専門担当委員会

会長　松原 成生

委員長  桑田 直浩　　副委員長  寺西 正明

委員　　　   山村 和彦　  岡田 圭二　  佐藤  宰　
伊藤 喜章 　 野澤 雄二　  磯村 光作　  澤井 秀美
水野 修 　　 長谷川 清　  鈴木 宏康　  国保 久一　
逸見 英治 　 藤村 志郎　  小田原 俊二 伊藤 一男　
成田 一弘 　 柏田 淳一　  榊原 正己　  津田 義憲　
佐渡 直隆　  伊藤 弘人　  有本 昌伸　  廣畑 洋祐
近藤 博之

委員長  鶴賀 伸英　　副委員長  鍋井 英雄

委員　　　   木下 雅資　  澤田 高志　  石川 勝幸　
田口 武彦　  大島 正敬　  菊地 定昭　  伊藤 公一
葛山 稔晃　  成田 吉男　  服部 武男　  岡島 淳二　
山田 真裕　  河田 直英　  滝澤 昇一　  村上 敏章　
宮之上 昭彦 錦木 幸男　  高村 和治　  田財 明　
三輪 恭久　  鈴木 成一郎  増田 匡一　  福田 一郎
平田 裕一郎  和田 文三

委員長  岩下 啓和　　副委員長  鶴田 英孝

委員　　　   木下 章　     山田 一雄　  山根 正義　
澤田 貴徳　  佐野 錦司　  一戸 総子　  加藤 淳一
齊藤 久也　  中村 冬彦　  高井 清和　  寺野 真広　
小島 久直　  加藤 広和　  金住 健一　  山下 隆宏　
若山 浩三　  市川 幸和　  森 久元　     永冨 和幸　
藤木 英世　  太田 啓文　  深尾 泰弘     渡邊 良夫
水谷 吉文

企画担当委員会

　　　 後援会を運営するための予算編成と
　　　 事業計画を推進する
●予算編成　●会則　●定期総会　
●地区懇談会　●フレッシュマンセミナー
●ご父母のための進路セミナー

編集担当委員会

　　　 後援会自主活動の報告
　　　 並びに学部の状況を会員に周知させる
●理工学部紹介DVDの制作について
●後援会会報誌「Scope」の発行について
●後援会ホームページの制作について
●個人情報保護について

福利厚生担当委員会

　　　 後援会として学生に援助し得る
　　　 福利厚生事業を推進する
●学生育英救済制度実施　●災害見舞金制度実施
●学生奨励制度実施　●家庭教育支援制度実施
●学生課外活動援助

役割

役割

役割

後援会の組織図 名城大学理工学部後援会

会長  松原 成生

学
生
へ
の
支
援
第
一
主
義

　
あ
く
ま
で
も
学
生
へ
の
支
援
を
第
一
に
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
次
に
ご
父
母
へ
の
還
元
、

さ
ら
に
理
工
学
部
の
教
育
・
研
究
へ
の
援
助
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

ご
父
母
と
大
学
・
学
部
と
の

パ
イ
プ
役

　
大
学
や
学
部
と
は
連
絡
を
密
に
し
て
、
協
調

し
、
ご
父
母
と
大
学
・
学
部
と
の
間
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

通
じ
て
在
学
中
の
ご
子
弟
に
対
す
る
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
父
母
の
目
線
で
の
活
動

　
常
に
会
員
で
あ
る
ご
父
母
の
目
線
で
、
ま
た

ご
父
母
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
活
動
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
に
関
係
す
る

諸
団
体
と
の
連
携
強
化

　
理
工
同
窓
会
・
技
術
士
会
等
、
諸
団
体
と
連

携
を
密
に
し
て
、
後
援
会
活
動
の
多
角
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

後
援
会
の
基
本
姿
勢

名
城
大
学

理
工
学
部
後
援
会

創
立
40
周
年
を
迎
え
て

5 4 3 2 1
理工学部後援会の活動 C o n t e n t s

4 3 2 1

6

フレッシュマンセミナーご父母のための進路セミナー地区懇談会家庭教育支援セミナー学生奨励表彰式

その他の活動紹介
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本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
内
で
大
学
生
活
の

心
構
え
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後

三
河
湾
沿
い
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
ま
す
。

　
一
泊
二
日
を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
、
同
期

の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
や
、
教
員
・
先
輩
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

大
学
生
活
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に

1フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

123
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

相
手
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
協
調
性
を
養
い
ま
す
。

共
同
作
業
を
通
じ
て
意
欲
を
も
っ
て

主
体
的
に
勉
学
を
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

信
頼
で
き
る
友
人
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
で

大
学
生
活
へ
の
不
安
を
払
拭
さ
せ
ま
す
。

新
入
生
対
象

セ
ミ
ナ
ー
開
催
目
的

課題についてグループごとに
ディスカッションするコンセン
サスゲームは、最初こそ遠慮
があったけれど、お互いの意見
を交わし合えて面白かったよ。

男子との間に何となくあった壁
が取れたし、こうして女子同士
の絆が深まったし、互いに助け
合いながら良い刺激を受け合え
る、いい大学生活になりそう！

セミナー参加前は正直なとこ
ろ「少し面倒だな」と思ったり
もしたけれど、実際に参加し
てみると、楽しくてためにな
ることばかりで良かった！

大学内で受講したコミュニ
ケーションやマナーについて
のレクチャーでは、大切なこ
とにあらためて気づかせても
らえたな…と思えたよね。

移動のバスの中でも、お菓子
を分けたりゲームをしたり…と
自然と打ち解けて、少数派の女
子への「話しかけづらい」雰囲
気がなくなったのが嬉しいな。

自
由
闊
達
な
会
話
で
大
い
に

　

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を
お
招

き
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
自

分
で
考
え
行
動
す
る
力
・
協
調
性
・
素
直
な

心
・
思
い
や
り
の
心
な
ど
、
１
年
生
か
ら
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
、
気
配
り
の
あ
る
行

動
が
で
き
る
大
学
生
を
目
指
し
ま
す
。

女
子
５
人
の
部
屋
に
潜
入
！

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
機
械
工
学
科
の

思
い
や
り
の
心
が
マ
ナ
ー
に
つ
な
が
る

「
大
学
生
と
し
て
の
マ
ナ
ー
」

Ⅰセミナー

　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
と
は
、
複
数
の
人

と
の「
合
意
・
意
見
の
一
致
」
を
行
う
必
要

が
あ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
こ
で
は「
不
時
着

し
た
砂
漠
か
ら
生
還
す
る
の
に
必
要
な
道

具
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
」と
い
う
設
定

で
、
自
分
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
提
示

し
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が

ら
全
員
で
一
つ
の
結
論
に
導
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」

Ⅱセミナー

　

教
員
や
上
級
生
を
交
え
て
、
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
列
挙
さ
れ
た
テ
ー
マ
か
ら
一
つ

を
選
ん
で
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進

め
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
統
一
的
な
結
論
を

一
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
ま
す
。

　

翌
朝
の
セ
ミ
ナ
ー
に
て
、
み
ん
な
の
前

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

話
す
、聞
く
、ま
と
め
る
、発
表
す
る

「
グ
ル
ー
プ
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

Ⅲセミナー

1920



　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
理
工
学
部
の
学
生

た
ち
を
取
り
ま
く
現
状
を
ご
父
母
の
皆

さ
ま
に
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、
大
学

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
理
工

学
部
の
学
生
た
ち
が 『
社
会
で
求
め
ら

れ
る
人
材
』と
な
る
た
め
に
は
何
を
す

べ
き
か
を
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に
も
共

に
お
考
え
い
た
だ
き
、
お
役
立
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー
開
催
目
的

就
職
活
動
の

現
状
を
知
る

大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
考
え
る

学
び
の
施
設
を

見
学
す
る

大学施設見学ツアー（希望者）
最新の研究機能を備えた『研究実験棟Ⅱ』など
を見学し、研究内容についての説明を受けます。
昨年度は、附属図書館の一角に設けられた
赤﨑勇終身教授のノーベル賞受賞展示なども
見学しました。

『名城食堂』学食体験（希望者）
ふだん学生たちが利用している学食のひとつ
『名城食堂』にて、学生たちと同じようなスタ
イルで料理を受け取り、お召し上がりいただ
きます。（ただし、メニューについては当セミ
ナー限定の内容となります）

全体懇談
後援会長、理工学部長、理工同窓会長のあい
さつに続いて、理工学部における最近の就職
状況についてお伝えします。企業の採用時期
変更についても言及する予定です。

パネルディスカッション
ゲストにお迎えした企業の人事担当者から、
「採用の現状について」というテーマのもとに
お話をいただきます。その後、ゲストと学生
代表、ご父母の代表が壇上に立ち、就職活動
の実際についてのパネルディスカッションを
展開します。キャリアセンター職員がコーディ
ネーターを務め、「こんな学生に期待する」「親
にしてもらって嬉しかったこと」「子どもを見て
いて不安に思ったこと」など、それぞれの立場
の本音を引き出していく予定です。ぜひ、参
考にしていただきたいと思います。

就職と進学についての説明
理工系分野の専門職を目指すのであれば大
学院進学が望ましいと言われる中、学部卒業
と同時に就職することのメリット・デメリットや
大学院進学の意義、大学院進学にあたっての
各種サポートについてお伝えします。

学科別懇談
学科ごとに用意された懇談会場に移動します。
学科長あいさつの後、学科の教育方針、学科
における就職状況や大学院進学についての
説明があります。ご父母からの疑問・質問に
お答えする時間もあります。

● 

セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
時
・
場
所

６
月
25
日（
土
） 　
時
〜　

時

（
大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
は
11
時
20
分
か
ら
）

名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内 

名
城
ホ
ー
ル（
N
１
０
１
）

● 

セ
ミ
ナ
ー
参
加
対
象
者

理
工
学
部
全
学
年
の
ご
父
母

13

17
　

理
工
学
部
の
学
生
の
進
路
や
、
最
近
の
就

職
事
情
に
つ
い
て
の
講
演
、
就
職
活
動
を
体

験
し
た
学
生
た
ち
の
本
音
が
聞
け
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。こ
こ
で
は
昨
年
の
様
子
に

沿
っ
て
、主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

就
職
・
大
学
院
進
学
の

現
状
を
知
る
機
会

2ご父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー

22 21

1

2

3

5

4

5

6

希
望
者
事
前
申
込
特
別
企
画

左
記
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

● 

大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー

● 『
名
城
食
堂
』学
食
体
験（
無
料
）

ご
来
場
特
典

● 『
ご
父
母
と
一
緒
に
考
え
る

　

理
工
学
部
生
の
進
路
』冊
子
進
呈

　
　

知
っ
て
お
き
た
い
ご
子
弟
を
と
り
ま
く
進
路
事
情
の

　
　

今
と
こ
れ
か
ら
が
分
か
る
冊
子
を
差
し
上
げ
ま
す
。

Che
ck！

1
2
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現
代
の
就
職
活
動
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
E
S（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
）も
な
か
っ
た
ご
父
母
世
代
の
就
職
活
動
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま

す
。
特
に
昨
今
は
、
採
用
時
期
の
変
更
や
そ
の
影
響
が
ニ
ュ
ー
ス
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
わ
が
子
が
い
つ
何
を
す
べ
き
か
を
知
り
た
い

と
お
考
え
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
当
セ
ミ
ナ
ー
で
、
就
職
活
動
全

般
の
流
れ
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
た
就
職
の
現
状
を
ま
と
め
た
冊

子
も
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
学
で
の
４
年
間
を
終
え
る
と
、
企
業
に
就
職
し
て
社
会
に
出
る

の
が
一
般
的
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、

大
学
院
へ
の
進
学
と
い
う
道
も
あ
り
ま
す
。
特
に
理
工
系
に
お
い
て

は
、
最
終
的
に
は
企
業
へ
の
就
職
を
見
据
え
た
上
で
、
進
学
す
る
学

生
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
名
城
大
学
は
大
学
院
理
工
学
研
究
科
を

備
え
て
お
り
、多
彩
な
分
野
で
最
先
端
の
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

学
部
各
学
科
の
専
門
基
礎
教
育
を
基
盤
と
す
る
修
士
課
程
、
修
士

課
程
の
各
専
攻
を
基
礎
と
す
る
博
士
後
期
課
程
を
設
け
て
い
ま
す
。

大
学
院
進
学
の
背
景
に
は

社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も

　

一
般
に
理
工
学
部
生
は
文
系
学
生
よ
り
高
い
割
合
で
大
学
院
に
進

学
し
て
お
り
、
特
に
国
立
大
学
や
有
名
私
立
大
学
で
は
こ
の
傾
向
が

顕
著
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、ひ
と
つ
に
は
学
生
自
身
の
純
粋
な

学
問
的
欲
求
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
的
研
究
が
中
心
な
学
部
か
ら
、
さ

ら
に
本
格
的
な
研
究
を
志
し
て
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上

に
大
き
な
理
由
が
社
会
の
ニ
ー
ズ
で
す
。
企
業
は
理
工
学
分
野
に
お

い
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
知
識
や
技
術
を
有
す
る
人
材
を
求
め
、
大

学
院
修
了
者
を
重
用
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
大
学
院
で
は
、
専
門

能
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
学
部
生
へ
の
指
導
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
指
導
力
も
身
に
つ
く
た
め
、
企
業
の
評
価
が
高
い
の
で
す
。

大
学
院
進
学
を
後
押
し
す
る

名
城
大
学
奨
学
金
制
度
つ
い
て

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
親
と
し
て
は
学
費
も
気
に
な
り
ま
す
。
名
城
大

学
大
学
院
で
は
、
学
業
成
績
お
よ
び
人
物
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
、

所
属
研
究
科
長
が
推
薦
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
学
業
優
秀
C
奨
学
生…

90
名
の
学
生
に
対
し
て
年
額
一
律
30
万

円
を
給
付
。

②
大
学
院
奨
学
生…

各
研
究
科
の
基
準
に
よ
り
給
付
。

そ
の
他
、
入
学
金
相
当
額
を
受
け
取
れ
る「
本
学
卒
業
等
補
助
奨
学

生
」や
、
国
の
事
業
で
あ
る「
日
本
学
生
支
援
機
構
大
学
院
奨
学
生
」

な
ど
が
活
用
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
最
新
の
研
究
機
能
を
備
え
た
地

上
４
階
地
下
１
階
建
て
の『
研
究
実
験
棟
Ⅱ
』

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
究
施
設
や
、
教
授

の
指
導
の
も
と
に
院
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
実
験
に
取
り
組
む
学
部
生
た
ち
の
姿
な
ど

を
見
学
し
、
研
究
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
す
。
大
規
模
な
実
験
室
や
、
学
生
た
ち

の
目
の
輝
き
が
印
象
的
で
す
。

就
職
活
動
の

現
状
を
知
る

大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
考
え
る

学
び
の
施
設
を

見
学
す
る

昨
年
度
の
当
セ
ミ
ナ
ー
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
佐
々
木
氏
に
、

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q 

名
城
大
学
生
の
印
象
は
？

　
特
に
理
工
系
に
お
い
て
は
、
愛
知
県
下
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い

う
認
識
を
持
って
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
一
人
ひ
と
り
は
、ど
ち

ら
か
と
い
う
と
真
面
目
で
お
と
な
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
マ
ナ
ー

は
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
し
、全
体
の
印
象
は
良
い
で
す
。

Q 

企
業
は
学
生
の
ど
こ
を
見
て
い
ま
す
か
？

　
企
業
に
よ
っ
て
何
を
重
視
す
る
か
は
様
々
で
し
ょ
う
。
当
社

の
場
合
、学
校
名
は
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
。
面
接
に
お
い
て
は
、

自
分
の
言
葉
で
素
直
に
表
現
で
き
る
学
生
で
あ
る
か
、
そ
の

主
張
に
一
貫
性
が
あ
る
か
、
と
い
っ
た
点
を
評
価
し
ま
す
。

　
例
え
ば
面
接
に
来
た
学
生
の
成
績
が
悪
か
っ
た
と
し
て
、

な
ぜ
悪
い
の
か
、こ
ち
ら
が
納
得
す
る
だ
け
の
説
明
が
で
き
る

学
生
な
ら
、
評
価
は
高
い
で
す
よ
。

Q 

ご
父
母
に
対
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
親
の
子
離
れ
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
親
と
し
て
矛
盾
し
た

思
い
が
あ
り
ま
す
が（
笑
）。勤
務
地
が
ど
こ
で
あ
る
か
よ
り
、

本
人
が
何
を
し
た
い
か・
将
来
ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
視
点

に
立
っ
て
の
就
職
先
選
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
見
た

就
職
活
動
の
実
際
と
親
の
支
援
に
つ
い
て
。

 Interview

●
出
席
は
が
き
／
本
誌
に
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」の

受
講
申
込
は
が
き
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

申
込
締
切
期
日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
名
城
大
学
理
工
学
部
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」の
受
講
参
加

申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
詳
し
く
は
後

援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

佐々木昌美さん
NDSソリューション株式会社
事業サポート部
採用・教育担当

セ
ミ
ナ
ー
参
加
お
申
込
方
法

 Interview ●
学
内
見
学
ツ
ア
ー
で
見
た
各
施
設
が
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
家
で
子
ど
も
と
施
設
や
実

験
に
つ
い
て
話
が
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

●
就
職
か
、大
学
院
進
学
か
。
息
子
の
希
望

を
聞
き
つつ
、
親
と
し
て
も
考
え
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
学
生
の
本

音
は
親
と
し
て
参
考
に
な
り
、も
っ
と
聞
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ご父母の
皆さまの声

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」と
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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地
区
懇
談
会
は
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
と

理
工
学
部
の
先
生
方
と
が
直
接
お
話
し
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

例
年
、
名
古
屋
会
場
お
よ
び
各
地
方
会
場

を
設
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❶受付開始 9：30～
❷理工学部紹介DVD上映 10：00
❸全体懇談 10：40
❹個別懇談・待合懇談 11：20
❺昼食会 13：00～14：00
全体の流れおよび内容は、各地区とも名古屋会
場と共通です。理工学部とご子弟の現状につ
いてご父母の皆さまからお気軽にご質問・ご相
談いただけます。名古屋会場より参加者数が
少ない分、和やかな雰囲気で、年々、ご夫婦で
のご参加が増えています。

名
古
屋
会
場

地
方
会
場
岡山
福岡
津
浜松
富山
大垣
松本

地
区
懇
談
会
と
は

教
務
・
就
職
・
進
学
に
つ
い
て
各
担

当
の
先
生
よ
り
詳
し
く
ご
説
明
し

ま
す
。

ご
子
弟
の
成
績
や
進
路
、
学
生
生

活
に
つ
い
て
ご
相
談
い
た
だ
き
、
き

め
細
や
か
な
ご
説
明
と
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
で
お
応
え
し
ま
す
。

大
学
の
状
況
や
進
路
な
ど
に
つ
い

て
疑
問
や
心
配
事
を
先
生
や
他
の

ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
共
に
問
題
解

決
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
懇
談
会

ご
子
弟
の
最
新
の
情
報
を

聞
け
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス

理工学部紹介DVD上映 13：00
映像を通して、各学科の研究内容や学内施設、先生
方のご活躍ぶりや学生たちの学部での日常の様子
を知ることができます。（会報誌にDVDが添付されています）

学科別懇談 14：00
学科別に分かれて、教務関係や就職、大学院進学
などについての説明を受けます。

受付開始 12：30～
受付で資料等を受け取って全体懇談会会場へ向
かいます。

個別懇談・待合懇談 14：30
別室にて個別相談を行います。個別相談の順番が来
るまで学科別懇談会場では学科全体についてのご父
母からの質問に先生が丁寧に答えてくれます。

懇親パーティー 16：40～17：50
和やかな雰囲気の中で、先生とご父母が飲食をと
もにしながら自由に話の花を咲かせます。

全体懇談 13：40
後援会長のあいさつに続いて、学部長から理工学
部の研究活動の現状や施設の充実についてほか、
名城大学並びに理工学部全体の説明があります。

1

2

3

4

5

6

地
区
懇
談
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動
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き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
が
た
い
。

　

息
子
も
２
年
生
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
成
績
の
こ
と
が
気
に

な
り
始
め
た
こ
と
か
ら
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。
各
科
目
に

つ
い
て
き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、こ
こ
で
得
た
様
々

な
情
報
は
、
家
で
息
子
と
大
学
や
卒
業
後
に
つ
い
て
話
す

き
っ
か
け
と
も
な
る
の
で
、
親
と
し
て
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

懇
親
パ
ー
ティ
ー
で
の
先
生
方
と
の
お
話
も
楽
し
い
。

　

昨
年
に
続
い
て
の
参
加
で
す
。
娘
が
こ
の
先
、
大
学
院
に

進
学
す
る
か
就
職
活
動
に
入
る
か
は
本
人
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
成
績
に
つ
い
て
現

状
が
わ
か
り
、
安
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
立
食
ス
タ
イ
ル
の

パ
ー
テ
ィ
ー
は
誰
も
が
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
な
の
で
、
先
生

方
に
つ
い
て
知
る
良
い
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

成
績
や
、就
職
に
つ
い
て
聞
け
ま
し
た
。

　

会
報
誌
S
c
o
p
e
の「
行
く
と
良
い
」と
の
情
報
を
見
て

参
加
を
決
め
ま
し
た
。
家
で
息
子
に
大
学
に
つ
い
て
聞
い
て

も「
別
に
何
も
」と
い
う
答
え
で
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

単
位
の
修
得
状
況
や
成
績
に
つ
い
て
こ
の
場
で
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
、
安
心
し
ま
し
た
。
息
子
の
希
望
す
る
業
界
へ

の
就
職
に
つ
い
て
情
報
を
得
ら
れ
た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。

交通機械工学科2年生のご父母機械工学科3年生のご父母 電気電子工学科2年生のご父母

大
学
に
つ
い
て
の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦
は
ど
ち
ら
も
文
系
出
身
な
の
で
、
こ
の
機
会

を
通
じ
て
、
理
工
系
学
生
の
大
学
生
活
や
成
績
評
価
に
つ
い

て
な
ど
の
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
場
が
あ
る

と
親
と
し
て
は
安
心
で
き
ま
す
ね
。
子
ど
も
の
大
学
生
活
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
学
院
進
学
を
含
め
て
、

卒
業
後
に
も
目
を
向
け
る
良
い
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

メカトロニクス工学科1年生のご父母

他
の
ご
父
母
に
も
参
加
を
お
勧
め
し
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
入
学
し
た
年
に
も
こ
の
会
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
３
年
生
と
な
り
、
徐
々
に
卒
業
も
視
野
に
入
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
夫
婦
で
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
績
の
現
状
が
わ
か
り
、
就
職
活
動
に
際
し
て
の

親
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

材料機能工学科3年生のご父母

ご
ろ
は
学
生
を
指
導
す

る
大
学
教
員
で
あ
る
の
と

同
時
に
、
我
々
自
身
も
子
を
持
つ

ひ
と
り
の
親
で
す
。
特
に
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
場
で
は
、

大
学
生
の
息
子
や
娘
の
親
と
い

う
同
じ
立
場
で
お
話
で
き
る
の

が
嬉
し
い
で
す
ね
。

工
学
部
に
つ
い
て
ご
父
母

に
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た

だ
く
上
で
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流

の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

学
生
一
人
ひ
と
り
を
よ
り
良
く

成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、

お
互
い
共
通
で
す
。

く
の
理
工
系
の
大
学
で
は

大
学
院
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
時
流
を
ご
父

母
に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

で
あ
る
の
と
同
時
に
、
学
生
た
ち

を
指
導
す
る
者
と
し
て
我
々
が

親
の
気
持
ち
を
知
る
貴
重
な
機

会
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日

理

多

※学年は平成27年10月現在のもの

名古屋13：00より開催／岡山・福岡・津・浜松・富山・大垣・松本10：00より開催

●名城大学理工学部後援会ホームページ
参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、
送信してください。（8月初旬より受付）

●出席はがき
8月初旬に郵送される「案内パンフレット」の申込はがきに
必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。

地区懇談会参加お申込方法

広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

●

●

袋町通

本重町通 8番出口

4番出口

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

名古屋栄東急REIホテル広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

袋町通

本重町通

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

伝馬町

成子

連尺 板屋町

旭町JR浜松駅北口

新浜松駅

アクトシティ浜松
●

第一通り駅

浜松駅

遠州鉄道

JR東海道本線

東海道新幹線

257

152

62

ホテルクラウンパレス浜松

257

至名古屋

至東京

メイワン● JR浜松駅東

砂山東

バス
ターミナル

ロワジールホテル大垣

大垣市役所

水門川

●

●大垣城

JR東海道本線

養老線

室本町

神田町1 郭町

禾森交差点

伝馬町

寺内町船町4

高屋町

大垣駅
室駅

258

57

31 18

18

237

212

至
名神高速道路

大垣IC

至名古屋

至米原

●岐阜バスセンター
大垣中央病院

東光2丁目

音羽

博多駅（筑紫口）

博多駅東

九州新幹線

至小倉

JR博多南線

福岡都市高速
環状線

山陽新幹線

JR鹿児島本線

博多駅
博多バスターミナル●

202

385

博多区役所

御笠川

ホテルクリオコート博多

43

555

博多駅前3丁目

博多駅（バスターミナル前）

          

栄町3

津駅入口

栄町2

県庁前

津駅

JR紀勢本線

伊
勢
街
道

近鉄名古屋線

安濃川

23

114

ホテルグリーンパーク津

三重県庁

10

至新宮

19
津駅西

県庁西

至近鉄名古屋

至伊勢中川

名古屋会場 10月22日●土13：00

名古屋会場 10月23日●日13：00

名古屋栄東急REIホテル（旧東急イン）
名古屋市中区栄3丁目1-8　Tel.052-251-0109
「栄駅」8番出口より徒歩約8分
「伏見駅」4番出口より徒歩約8分

電気電子工学科・材料機能工学科
機械工学科

メカトロニクス工学科
社会基盤デザイン工学科・建築学科

名古屋会場 10月16日●日13：00

ホテル名古屋ガーデンパレス
名古屋市中区錦3丁目11-13
Tel.052-957-1022
「栄駅」1番出口より徒歩約5分
「伏見駅」1番出口より徒歩約8分

数学科・情報工学科・応用化学科
交通機械工学科・環境創造学科

●

1番出口

●

1番出口

ホテル名古屋ガーデンパレス

大垣会場 10月9日●日10：00
ロワジールホテル大垣　
岐阜県大垣市宮町1-13
Tel.0584-81-0111

浜松会場 10月2日●日10：00
ホテルクラウンパレス浜松
静岡県浜松市中区板屋町110-17
Tel.053-452-5111

富山会場 10月8日●土10：00
オークスカナルパークホテル富山
富山県富山市牛島町11-1
Tel.076-433-1122 （0120-372-555）

深志二丁目

中央二丁目中央一丁目

松本駅前

栄橋

国府町

JR篠ノ井線
至篠ノ井

JR大糸線
至糸魚川

松本電鉄

田川

松本駅 ●松本バスターミナル

143

143

297

295

松本東急REIホテル

JR篠ノ井線
至塩尻

本庄一丁目

松本会場 10月15日●土10：00
松本東急REIホテル（旧東急イン）
長野県松本市深志1丁目3-21
Tel.0263-36-0109

津会場 10月1日●土10：00
ホテルグリーンパーク津
三重県津市羽所町700
Tel.059-213-2111

岡山会場 9月24日●土10：00
岡山コンベンションセンター
岡山県岡山市北区駅元町14-1
Tel.086-214-1000

福岡会場 9月25日●日10：00
ホテルクリオコート博多
福岡県福岡市博多区博多駅中央街5-3
Tel.092-472-1111

28 27

理工学部地区懇談会 会場と日程のご案内

奉還町東

山陽新幹線

JR山陽本線

JR吉備線

JR宇野線

53

53

180

岩田町

岡山駅西口

西
川
緑
道
公
園

岡山駅

岡山コンベンションセンター

イオンモール
岡山

清心町交差点

至大阪

至広島

下石井1丁目

岡山電気軌道

岡山駅前駅

●● ANAクラウンプラザホテル岡山石井小学校

新富町

富山駅前中央

あいの風とやま鉄道線

北陸新幹線

神通町

富山駅

オークスカナルパークホテル富山

牛島新町

赤江町

富山地方鉄道市電

富山ライトレール●

●

アーバンプレイス

マリエとやま

208

208
22

富山地方鉄道市電 富山地方本線

至金沢

至糸魚川

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は

和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

談
笑
風
景
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
方
の
コ
メ
ン
ト
も

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

地区懇談会に参加されたご父母の皆さまの

　懇
親

パ
ー
ティ
ー

声



　
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
子
弟

の
悩
み
ご
と
を
親
と
し
て
受
け
止
め
る
能

力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
と
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

講
演
会
お
よ
び

心
理
学
講
座
を
実
施

4家庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

セミナー参加お申込方法

家庭に活かす
心理学講座
　当講座は心理学を中心とした内容をご父母の皆さ
まにご提供し、それをご家庭に活かしていただき、よ
り一層の教育力向上を目指す目的で開設されました。
心理学については初学者にもわかりやすく、初歩か
ら解説します。
　心理学等の学問的内容の理解をし、家庭教育に活
用していただくことは重要ですが、さらにこの講座を
受講したことにより、ご父母世代の「自分探し」、また
子育てが終わってからのこれから続いていく質の高
い人生への参考となっていただけましたら幸いです。

家庭教育支援セミナー
講演会
　優秀な講師を全国各地に派遣し、気軽な講演会、
フリーディスカッションなどを通じて家庭教育の重要
性を認識していただき、ご父母の皆さまが身近な相
談役としてご子弟の悩みなどに対応する能力を身に
つけていただくことを目的としています。
　このセミナーは全国の大学に先駆けて名城大学が
開講し、文部科学省、地方自治体、マスコミなども大
変注目しており、毎年多くのご父母の方が参加して
います。講演会は何回でも受講できますので、より
いっそう内容が深まり、参考にしていただけます。

名城大学天白キャンパス
11号館 504教室・第一会議室

平成28年7月～平成29年3月 全20回

●受講時間 各回13：00～16：15（休憩15分）
●定員 50名（1度当講座を受講されたご父母はお申込できません）
●受講料 無料（別途教材費がかかる場合があります）

●担当講師

鈴木亮子 先生
鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 医療福祉学科 准教授

吉住隆弘 先生
中部大学 人文学部 心理学科 准教授

吉田琢哉 先生
岐阜聖徳学園大学 教育学部 准教授

早川由美 先生
名古屋工業大学 学生相談室カウンセラー

川島一晃 先生
皇學館大学 文学部 コミュニケーション学科 助教

信太寿理 先生
愛知淑徳大学 非常勤講師

吉本直美 先生
神奈川大学 マルチモーダル研究所 プロジェクト研究員

生涯発達心理学と発達障害
－発達障害を知覚認知心理学から理解する－

講演
テーマ

和氣洋美 先生
神奈川大学
名誉教授 
博士／医学
専門／知覚認知心理学
　　　高齢者障害者福祉心理学

名古屋会場 7月16日●土

吉田俊和 先生
岐阜聖徳学園大学
教育学部 教授 
名古屋大学 名誉教授
博士／教育心理学
専門／社会心理学

平石賢二 先生
名古屋大学大学院
教育発達科学研究科 
教授 
博士／教育心理学
専門／生涯発達心理学

●講演 13：00～14：20
●質疑応答・フリーディスカッション 14：30～15：10
●受講料 無料

日本の子どもの社会講演
テーマ

浜松会場 8月20日●土

現代青年における
心理的自立の課題

講演
テーマ

津会場 9月3日●土
名古屋会場 9月18日●日

●出席はがき／本誌に同封されている各パンフレット、「家庭教育支援
セミナー 講演会」または「家庭に活かす心理学講座」の受講申込はがき
に必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●名城大学理工学部後援会ホームページ／「家庭教育支援セミナー 
講演会」または「家庭に活かす心理学講座」の各受講参加申込専用
フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。
●各開催会場やアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたは
各パンフレットをご覧ください。

名古屋会場 9月4日●日

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

サーラシティ浜松２階柊

名城大学天白キャンパス
11号館 504教室

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

三重県教育文化会館 第三会議室

30 29



　

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
各
分
野
に
お

い
て
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
た
と
認
め
ら

れ
る
学
生
た
ち
を
後
援
会
が
表
彰
す
る
学

生
奨
励
制
度
で
す
。
平
成
27
年
度
は
53
名
・

３
団
体
が
選
ば
れ
、２
月
24
日（
水
）に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

日
ご
ろ
の
努
力
の

結
実
を
讃
え
る

5
学
生
奨
励
表
彰
式

　　　　　　　名城大学理工学部後援会  学生奨励制度表彰規定
1  目的　　　　　　　　この制度は、名城大学理工学部の学生で、人物・学業共に、優れた者あるいはスポーツ並びに文化活動において、大学の名声を
　　　　　　　　　　　　とくに広めた者に対し、その功績をたたえるとともに、本人をはじめ他の学生の今後の励みになることを念願して設立する。
2  適用範囲　　　　　　名城大学理工学部に在籍する学生。
3  審査方法及び機関　　理工学部長の推薦により、理工学部後援会福利厚生委員会において審議決定する。
4  審議時期　　　　　　適時
5  奨励方法　　　　　　表彰状並びに副賞（記念品）とする。
6  ① 表彰者選出基準

　② 上記区分以外で、会長若しくは学部長の推薦により、後援会福利厚生委員会が妥当と認めた者に対しても、上記区分に該当する者と同様に表彰することができる。
　③ 前項①②共、後援会費納入会員の子弟とする。
7  表彰方法　　　　　　表彰者氏名及び該当事項を公示し、後援会委員会の席上において表彰する。
8  施行期日　　　　　　昭和57年4月1日付をもって施行する。
　　　　　　　　　　　 附則　平成5年10月21日 一部改正　平成10年3月24日 一部改正　平成11年6月4日 一部改正　平成25年1月30日 一部改正　以上

区分　　　　　資格　　　　　基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間引当数

学術関係　　　個人　　　　　3・4学年に在籍する者のうち、人物・学業共に優秀な学生で各学科ごとに推薦された者。　　　　　　 1学科4名以内

スポーツ関係　個人又は団体　一、名城大学体育運動部に所属し、東海大学選手権大会又はリーグ戦等に於いて優勝したチーム。又は個人。   若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。
　　　　　　　　　　　　　　三、前一・二号優勝者以外で個人賞として特別に表彰された者。
　　　　　　　　　　　　　　四、体育会運動部主将として著しく部の発展に貢献した者。但し在学中一回限りとする。

文化関係　　　個人又は団体　一、名城大学文化クラブに所属し、東海又は中部大会以上の競技会に於いて優勝した個人又は団体。　 若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、前号以外で、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。

平成27年度 理工学部後援会 学生奨励制度表彰者（学年は平成28年3月現在のもの）

スポーツ関係
● 少林寺拳法部
建築学科4年  奥野 文尊
　第51回少林寺拳法東海学生大会 立会評価法 男子重量級 優勝

● 女子駅伝部
数学科3年  湯澤 ほのか
　第9回東海学生女子駅伝対校選手権大会 優勝 
　2015全日本大学女子選抜駅伝競走 準優勝

● バーベルトレーニング部　
建築学科4年  加藤 拳叶
　第44回中部学生パワーリフティング選手権大会 93kg級 優勝
材料機能工学科3年  後藤 佑介　
　第44回中部学生パワーリフティング選手権大会 105kg級 優勝

● バレーボール部
第140回東海大学男女バレーボールリーグ戦秋季大会 優勝

● 陸上競技部　
数学科4年  番場 京
　東海学生陸上競技春季大会 女子400m 優勝

文化関係　
● エコノパワークラブ
本田宗一郎杯Honda  エコマイレッジチャレンジ2015 第35回全国大会
　グループⅢ（大学・短大・高専・専門学校生クラス） 優勝・準優勝

● 将棋部
第46回全日本学生将棋団体対抗戦（学生王座戦）優勝

● 第32回JIA東海支部設計競技 学生の部
銀賞  建築学科4年  川端 一輝
　　  建築学科4年  桐谷 万奈人
銅賞  環境創造学科2年  前田 真里

● 第10回愛知建築士会学生コンペNAGOYA2027 都市の祝祭＠SAKAE
最優秀賞  建築学科4年  後藤 唯

学術関係
数学科　　　　　　　 3年  大宮 尚樹 3年  小木曽 圭
　　　　　　　　　　 3年  佐藤 友紀 3年  長谷川 愛

情報工学科　　　　　 3年  磯野 史尚 3年  田中 久順
　　　　　　　　　　 3年  土井 光貴 3年  山嶋 佑樹

電気電子工学科　　　 3年  岩田 直幸 3年  神谷 緋奈子
　　　　　　　　　　 3年  佐藤 弘輝 3年  田島 拓也

材料機能工学科　　　 3年  川瀬 雄太 3年  黒川 広朗
　　　　　　　　　　 3年  高木 健太 3年  髙橋 一矢

応用化学科 3年  櫟原 大輝 3年  中城 雄太
　　　　　　　　　　 3年  平野 晶子 3年  細川 芽依

機械工学科 3年  加藤 慶喜 3年  北本 真一朗
　　　　　　　　　　 3年  内藤 嵩久 3年  山根 良太

交通機械工学科　 3年  稲垣 芳彦 3年  大西 良
　　　　　　　　　　 3年  大野 紘平 3年  山田 凌輔　

メカトロニクス工学科 3年  石川 雄基 3年  菅沼 雄介
　　　　　　　　　　 3年  中村 友紀 3年  村瀬 裕司　

社会基盤デザイン工学科 3年  半谷 尚士 3年  森 理帆
　　　　　　　　　　 3年  山田 聡徳 3年  吉田 早悠里

環境創造学科　　　　 3年  天野 寛隆 3年  荻山 弘夢
　　　　　　　　　　 3年  児玉 悠佑 3年  平林 悠　

建築学科　　　　　　 3年  児玉 春香 3年  菅原 真帆
　　　　　　　　　　 3年  中島 由真 3年  山中 良太　

がんばってきたことが
認められてうれしい！

　限られた時間の中での学業と部
活との両立はかなり大変でしたが、
全員食らいついてがんばりました。
優勝できたのは、仲間からはいつ
も勇気をもらい、みんなで力を出し
合い、練習の成果が100％発揮で
きたからこそだと思います。
　先生と仲間たちと共有した、こ
のかけがえのない充実した時間を
私たちは決して忘れません。

バレーボール部のみなさん
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理
工
学
部
後
援
会
で
は
、
本
誌
面
で
ご
紹
介

し
て
き
た
諸
活
動
の
ほ
か
、
定
期
総
会
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
支
援
・
援
助
活
動
を
行
い
、

学
生
と
ご
父
母
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

理
工
学
部
後
援
会
の
活
動

学
生
と
ご
父
母
を

多
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

6
そ
の
他
の
活
動
紹
介

林 

友
美  

契
約
職
員

　

後
援
会
事
務
局
に
は
、
学
生
さ
ん
や
先
生
方
ほ
か
、

様
々
な
方
が
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励
む
日
々
で
す
。
３
年

ほ
ど
前
か
ら
趣
味
の
ひ
と
つ
と
し
て
書
道
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
筆
を
手
に
、
心
を
鎮
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
高
校
生
の
娘
と
、
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
観
て
心
躍
ら
せ
る
ひ
と
と
き
も
、
大
切
な
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
時
間
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
事
務
全
般
（
事
務
補
助
業
務
）

吉
本 

直
美  

会
計
幹
事
（
事
務
局
次
長
）

　

後
援
会
業
務
以
外
に
も
研
究
者
と
し
て
の
一
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。
人
間
科
学
博
士
も
取
得
し
、
年
に
数

回
の
学
会
発
表
も
こ
な
し
、
さ
ら
に
多
く
の
研
究
会

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
に
忙
し
い
な
が
ら

も
、
趣
味
の
時
間
も
大
切
に
し
、
海
外
で
語
学
の
研

修
を
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
会
計
お
よ
び
事
務
全
般　

●
地
区
懇
談

会
・
育
英
給
費
生
制
度
・
後
援
会
寄
贈
図
書
・
学
生
奨
励
表
彰

制
度
・
名
簿
管
理
な
ど

堀 
一
貴  

事
務
局
長

　

人
と
話
す
こ
と
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
好
き
な
、

明
る
い
性
格
で
す
。
笑
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
落
語

や
漫
才
な
ど
を
聴
い
て
、
皆
さ
ま
に
笑
っ
て
も
ら
え
る

話
術
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
に
つ
い
て
は
、
名

城
大
学
で
は
お
そ
ら
く
一
番
詳
し
い
と
の
自
負
も
あ
り

ま
す
。a
i
k
o
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
の
時
に
派
手

に
踊
っ
て
い
る
姿
は
普
段
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
熱
心
な
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
フ
ァ
ン
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
事
務
全
般　
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
理
工
学
部

紹
介
D
V
D
・
会
報
誌
S
c
o
p
e
な
ど
の
広
報
関
係　
●
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
・
家
庭

教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

こんにちは。名城大学理工学部後援会事務局です。
後援会事務局は常勤職員3名が常駐しています。事務局は11号館2階（11-221室）にあります。後援会に対して、ご意見など
ありましたら、事務局までお気軽にご連絡ください。また、ご子弟の学生生活等について、不安などありましたらご相談に応じます。
家計が急変された方もご遠慮なくご相談ください。なお、ご相談内容については秘密厳守いたしますので、ご安心ください。

Tel&Fax052-831-9214  jimukyoku@meijo-rikokoen.jp

私たちが
サポートします。

事務局に寄せられる
よくあるお問い合わせ
● 大学に通学しているかどうかわからない
● 今の状態で、就職できるのだろうか？
● 子どもの成績が芳しくない
● 最近、子どもがあまり話さなくなって心配
● 家計が急変し、経済的事情で就学が難しくなった

定
期
総
会
の
開
催

　

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）の
入
学
式
後
、
天
白
キ
ャ
ン

パ
ス
共
通
講
義
棟（
東
）３
０
４
教
室
に
お
い
て
、
名
城
大

学
理
工
学
部
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
平
成
28
年
度
会
長
に
は

松
原
成
生
氏（
環
境
創
造
学
科
４
年
ご
父
母
）が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

理
工
学
部
後
援
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

　

後
援
会
活
動
や
大
学
に
つ
い
て
の
最
新
の
情
報
を
迅
速

に
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に
提
供
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
制
作
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」「
地
区
懇
談
会
」「
家

庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」の
お
申
込
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

理
工
学
部
紹
介
D
V
D
を
制
作

　
「
名
城
大
学
理
工
学
部
紹
介
D
V
D
」を
制
作
し
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
地
区
懇
談
会
な
ど
で
上
映
し
て
い
ま
す
。

理工学部後援会ホームページ http://www.meijo-rikokoen.jp

会
報
誌「
S
c
o
p
e
」の
発
行

　

後
援
会
活
動
の
紹
介
、
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ご
子
弟
の
様
子
、

ご
父
母
の
皆
さ
ま
の
声
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

難
関
資
格
取
得
者
に

記
念
品
を
贈
呈

　

学
生
が
取
得
し
た
資
格
の
中
で
、
難
関
資
格
を
取
得
し

た
学
生
に
対
し
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

学
生
用
図
書
の
援
助

　

学
生
の
勉
強
の
参
考
と
な
る
図
書
の
購
入
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
書
籍
や
雑
誌
は
、
気
軽
に
手
に
取
れ

る
よ
う
な
場
所（
学
科
事
務
室
や
各
研
究
室
な
ど
）で
管
理

し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

卒
業
記
念
品
贈
呈

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
援
助

　

会
員
ご
子
弟
の
卒
業
生
全
員
に
対
し
記
念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

学
会
発
表
の
援
助

　

学
会
や
研
究
会
で
発
表
す
る
学
生
へ
旅
費
や
参
加
費

を
援
助
し
て
い
ま
す
。

赤﨑勇終身教授・天野浩特別教授・飯島澄男終身教授へのインタビュー
「世紀の発明・発見ストーリー」が入った特典映像付き

名城大学理工学部紹介DVDをプレゼント！ぜひご覧ください。

　名城大学理工学部後援会創立40周年記念

DVD 　特別プレゼント！

必
見
！

☞

（ ）
年1回発行される会報誌「Scope」

理工学部後援会ホームページ
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